
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九州電力社長を務めた瓦林潔氏はとにかく破格の人であった。 

 

 彼が九電の社長であった時期は昭和４２年から昭和４９年のことであるから、今の世代の方はおそ

らく名前さえ聞いたことがないかもしれない。 

 

 経歴を見ると誰もが驚く。 

 九州国立博物館誘致と天神地下街の立ち上げ、九州テニス協会会長、福岡県海洋スポーツ協

会初代会長、福岡中央霊園の開発、伊都ゴルフ倶楽部のコース設計、福岡市文化連盟の開設と初

代会長の就任、と、引き受けた職とやり遂げた仕事を挙げればきりがない。 

 まるで同じ名の人が何人もいたかのような活躍ぶりである。  

 また、氏は、プライベートでも書や絵画をはじめ小唄や囲碁など、趣味も多彩で、気取らない人柄で

「財界のおやじ」として多くの政財界人に慕われた。 

 

 そんな瓦林潔氏が幼少期から剣道に打ち込んでいたことはあまり知られていない。 

 氏は田主丸に明治３６(１９０３)年に生まれ、小学４年生の時、１１歳で地元の津田一伝流の使い
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手であり社会活動家であった吉瀬善五郎が主催する田主丸剣友社に入門した。 

 当時は竹刀に小さい体が追い付かず、振り回されて目が回ったものだ、と述懐されている。実力も

なかなかなもので、のちに進学した朝倉中学でも福岡日日新聞（現在の西日本新聞）主催の夏の剣

道大会に駒を進めた。 

 後年、氏が語っているごとく、「（吉瀬翁の）珠玉の教えは、いまも私の胸中を離れない」と、吉瀬善

五郎を慕う気持ちを終生持ち続けた。田主丸武徳館前に凛として立つ善五郎の胸像には、瓦林潔

氏直筆の篆額が今も刻まれている。 

 氏の中学生時代は、学友の評によれば、やんちゃで大親分の風格を感じさせるエピソードが残るが、

そのような氏が義に厚く、同郷の人々を取り立てるのに熱心であったのは、このような幼い頃に打ち込

んだ武道の影響があったのかもしれない。 

 

さて、瓦林氏が後世の我々に残したものといえば、やはり、九州国立博物館と天神地下街であろう。 

 

 まず国博だが、明治３２(１８９９)年に思想家の岡倉天心が九州にも国立博物館を、と提唱して以

来、その後、誘致の機運は長らく高まりを見せなかった。 

 しかし、昭和の高度成長期に入り、再びその運動は活発化し、昭和４３(１９６８)年には国立九州博

物館設置期成会会長に瓦林潔氏が就任。 

 そして遂に平成１７(２００５)年１０月、苦節百年、ようやく九州の夢が実現する。 

 実に京都国立博物館が設立されてから１０８年ぶりの国博の新設であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 博物館の開設に当たっては、「日本文化の形成をアジア史的観点からとらえる」ことに主眼が置か

れ、常設展示においても、ここ九州が古来より大陸の窓口であり、日本列島の中で先駆的に発展して

きたことを思い起こさせる内容となっている。 

 現在は年間来館者数が 100万人を超え、誘致は太宰府市街や大宰府天満宮周辺の地域振興の

みならず、都市観光のあり方にもインパクトを与えた。余談だが、元日から開館しているのも、天満宮

と隣接しているこの博物館ならでは、である。 

 

 

 ところで、瓦林氏のもう１つの功績が天神地下街の開設だ。 

 福岡市民なら誰もが、この巨大な地下都市をたびたび訪れ、洗練されたそのデザインに魅了され、

恩恵を受けてきたことだろう。 

 

 昭和４４(１９６９)年８月、天神ビルの別府誠之常勤監査役に九州電力社長の瓦林氏から、天神交

差点下の地下開発への協力要請がはじめて為された。 

 昭和４７(１９７２)年１月に福岡地下街開発株式会社の社長に瓦林氏が就任すると、翌２月には建

設工事を大林組、鹿島建設と間組の建築共同体が落札し、いよいよ５月から着工の運びとなる。 

 その後、関係者の涙ぐましい努力によって、昭和５１(１９７６)年９月、ついに天神地下街が開業。 

 １９世紀南ヨーロッパの重厚な世界観をコンセプトに、暗めの照明の下、石畳の通路や唐草模様の

天井がどこまでも続くさまは、まるで、日本にいながらにして海外の町並みを散歩しているかのようで、

以来、観光資源がないと言われる福岡市の、大濠公園と並ぶ数少ない案内場所となった。 

 

 

 地下街は今年で開業４８周年。 

 各店舗を劇場と見立てたことで、それぞれの店が出す個性やショーウインドーに並ぶ商品は、地上

で見る以上に「ばえる」。 

 この地下街が天神地区の地上のデパートやビルをつなぐある意味動脈となって、この地域の魅力や

回遊性を高め、世界にも類を見ないほどの徒歩圏内の商業施設の集積を生んでいることを忘れては

ならないだろう。 

 

 私は、地下街を歩くとき、もし、瓦林氏がいなかったら、この福岡の地下街も、他の都市と同様、特

徴のないありきたりのものになっていたことだろう、と、ふと思う。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 瓦林氏は九州・山口経済連合会会長、福岡商工会議所会頭なども務め、平成２(１９９０)年２月逝

去。享年８８。 
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